
平成 26年度 専門医制度委員会活動報告 

 

【委員】 

米田 光宏(委員長)、井上 雅美（副委員長）、小田 慈、塩田 光隆、七野 浩之、 

杉藤 公信、滝田 順子、長谷川 大輔、吉田 奈央 

 

今年度活動報告 

1. 委員会を以下の通り開催した。    

第 1 回 平成 26 年 12 月 19 日 

第 2 回 平成 27 年 3 月 20 日 

第 3 回 平成 27 年 5 月 16-17 日（専門医試験問題ブラッシュアップ） 

第 4回 平成 27 年 6 月 5 日 

第 5 回 平成 27 年 7 月 24 日 

第 6 回 平成 27 年 11 月 6 日（開催予定） 

2. 専門医制度について以下の認定作業を行った。（）内にのべ認定数を記載。 

専門医  52 名（180 名） 

指導医  α名（90名＋α）* 

暫定指導医  0 名（276 名） 

専門医研修施設   4 施設（104 施設） 

小児がん認定外科医   11 名（94 名） 

研修集会       0 研修集会（26研修集会） 

*αの数は第 2 回専門医試験合格者の中で暫定指導医資格を持っている方からの申請を

受けた上で確定予定。 

3. 第２回小児血液・がん専門医試験を行った。受験者 57名中 52 名合格（合格率 91.2%）。 

4. 日本専門機構の認定を受けるべく、専門医制度の改変作業を行っている。 

 日本専門医機構ヒアリング（平成 27 年 10 月 23 日予定） 

5. 研修施設現況調査を行った（平成 26 年 10 月） 

 100 施設中 100 施設から回答を得た。 

 2016 年 4月 1日以降に研修施設を維持できるのは 32 施設のみ。 

 研修施設を維持できない理由（N=68、重複あり） 

 現在指導医不在施設が 5施設 

 認定外科医常勤不在が 62施設 

 放射線治療または放射線診断専門医常勤不在が 4施設 

 病理専門医常勤不在が 5施設 

 



6. 2016 年問題への対応 

 理事会で選任された 2016 年問題対応 WGにて検討を行った（平成 27 年 4 月 18 日） 

 出席者：堀部敬三、越永従道、井上雅美、大賀正一、小田 慈、七野浩之、米田

光宏 

 今後日本専門医機構への対応を行う必要があることも考慮し、さらに 5 年間（平

成 21年まで）緩和要件を延長することとなった。 

 領域指導医の認定を進めることが求められた。 

 

 

次年度事業計画 

1. 以下の認定作業を平成 28年 4 月（申請受付期間 4月 1日～30 日）に行う。 

・ 小児がん認定外科医      

・ 小児血液・がん専門医研修施設  

・ 研修集会 

2. 第 3回専門医試験を行う。 

3. 研修施設の現況調査を行う(毎年 5月)。 

4. 日本専門医制度評価・認定機構（今後新たな中立的な第三者機関が設立される予定）の

方針に基づき、日本小児科学会と連携して専門医制度を整備する。 

 

（文責：委員長 米田光宏） 

 


